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別 添 

平成１9 年度地下水質測定結果（概要版） 

 

Ⅰ．平成１9 年度地下水質測定結果について 

１．調査の概要 

地下水の水質（以下、「地下水質」という）については、水質汚濁防止法第 15 条に基づき、都道府県

知事が水質の汚濁の状況を常時監視し、その結果を環境大臣に報告することとされている。本報告は、

水質汚濁防止法第 15 条に基づく常時監視として平成 19 年度に実施された、地下水質の測定結果を取り

まとめたものである。 

地下水質の調査は、その目的によって以下の３つの調査区分に分類される。 

表１ 地下水質調査区分 

調査区分 調査の内容 

概況調査 地域の全体的な地下水質の状況を把握するために実施する調査 

汚染井戸周辺地区調査 概況調査又は事業者からの報告等により新たに発見された汚染につい

て、その汚染範囲を確認するために実施する調査 

定期モニタリング調査 汚染が確認された後の継続的な監視等、経年的なモニタリングとして定

期的に実施する調査 

 

２．調査結果 

調査結果総括表を表２に示す。 

（１）概況調査の結果 

実施した井戸 4,631 本のうち、325 本の井戸においていずれかの項目で環境基準超過が見られ、全

体の環境基準超過率（＝何らかの項目で環境基準を超過した井戸数／全調査井戸数）は 7.0％であり、

前年度（6.8％）からはやや増加した。 

項目別の環境基準超過率は、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素（4.1％）が最も高く、次いで、砒素（2.0％）、

ふっ素（1.1％）、鉛（0.3%）、テトラクロロエチレン（0.3％）の順であった。前年度の各項目別の環

境基準超過率と比較すると、概ね横ばいであった。 

なお、概況調査については、年度によって調査対象井戸が異なる場合が多いこと、汚染の発見を契

機として調査区分が概況調査から定期モニタリング調査に変更されるケースが多いこと等から、地下

水汚染の状況把握においては、概況調査の環境基準超過率のみならず、定期モニタリング調査結果と

併せて評価する必要がある。 

 
（２）汚染井戸周辺地区調査の結果 

汚染井戸周辺地区調査は、汚染が判明している項目、汚染の可能性の高い項目及びその分解生成物

に限定して行われることが多く、この調査の実施状況は、新たな汚染発見の傾向と見ることができる。 

調査項目別には、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、砒素、テトラクロロエチレン、トリクロロエチレ

ン、鉛、の順で多かった。前年度と比較すると、調査数が比較的大きく増加した項目は、鉛、ベンゼ

ン、総水銀、カドミウムで、他の項目は概ね横ばい又は減少した。 
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（３）定期モニタリング調査の結果 

実施した井戸 4,854 本のうち、いずれかの項目で環境基準超過が見られた井戸は、前年度の 1,978

本から 21 本増加し、1,999 本の井戸であった。 

項目別の環境基準超過井戸の本数は、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素（729 本）が最も多く、次いで、

テトラクロロエチレン（543 本）、砒素（305 本）、トリクロロエチレン（231 本）、シス-1,2-ジクロロ

エチレン（160 本）、ふっ素（114 本）の順であった。前年度と比較すると、硝酸性窒素及び亜硝酸性

窒素が前年度から 14 本、ふっ素が前年度から 11 本増加した。その他の項目は、概ね横ばい又は減少

していた。 

 

３． 過年度からの調査結果の推移 

（１）概況調査の環境基準超過率の推移 

概況調査の環境基準超過率が比較的高い項目について、それぞれの環境基準超過率の推移を図１に

示す。 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素については、前年度とほぼ同程度であったが、ピーク時よりは減少し

ている。テトラクロロエチレンやトリクロロエチレンについては、平成元年度以降減少し、最近数年

は 0.5％未満で推移している。砒素やふっ素については、最近の数年は概ね横ばいである。 

なお、結果の評価については、定期モニタリング調査結果の推移と併せて行う必要がある。 

 

（２）定期モニタリング調査の環境基準超過井戸本数の推移 

定期モニタリング調査の環境基準超過井戸本数が比較的多い項目について、その推移を図２に示す。

現在、定期モニタリング調査は汚染の継続監視を目的に実施されることが多いため、定期モニタリン

グ調査の結果から汚染の存在の状況を見ることができる。 
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素については、環境基準項目に追加された平成 11 年度以降環境基準超

過井戸本数が増加しつづけており、平成 19 年度においても過去最高本数であった。テトラクロロエ

チレンやトリクロロエチレン等の揮発性有機化合物については、ほぼ横ばいで推移している。砒素、

ふっ素については、調査開始時より緩やかな増加を続けている。 

 

４．汚染原因等 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の汚染原因は主に施肥、家畜排せつ物、生活排水からの窒素負荷である。

砒素、ふっ素については、主に自然的要因によるものである。テトラクロロエチレン、トリクロロエチ

レン等の揮発性有機化合物については、主に工場・事業場の排水・廃液・原料等によるものである。 

 

５．環境省の地下水の水質保全に係る取組について 

（１）硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素による地下水汚染対策 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素が一定量以上含まれる水を摂取すると、乳児を中心に血液の酸素運搬

能力が失われ酸欠になる疾患（メトヘモグロビン血症）を引き起こすことが知られている。硝酸性窒

素及び亜硝酸性窒素による地下水汚染は、施肥、家畜排せつ物、生活排水等、汚染原因が多岐にわた

り、また、汚染が広範囲に及ぶ場合が多い。 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素は、平成 11 年 2 月に環境基準項目に追加され、平成 11 年度より水質

汚濁防止法に基づく常時監視が行われている。概況調査の環境基準超過率、定期モニタリング調査の

環境基準超過本数ともに全項目中最多である。 
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環境省では、これまで硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素対策として、地域の実情に応じた効果的な窒素

負荷低減対策を推進するためのマニュアルや事例集を作成し、また、地域の実情に応じた実行可能な

対策の立案・実施など総合的な対策を支援するモデル事業を実施してきた。さらに、面的に広がりの

ある汚染を効果的に浄化する手法を確立するため浄化技術の実証調査を実施しているところであり、

引き続き硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素による地下水汚染対策を一層推進していくこととしている。 

 

（２）地下水質常時監視業務の効率化・的確化 

水質汚濁防止法第 15 条にもとづく地下水質の測定業務については、汚染発見後の追跡調査等から

調査対象井戸が増加する傾向にあること、平成 17 年度には、いわゆる三位一体の改革により、地方

公共団体の水質測定事務に対する国庫補助金が廃止されたこと等により、業務の効率化を図りつつ適

正な調査基準を確保することが課題となっている。 
このような状況をふまえ、環境省では、平成 18 年度及び平成 19 年度に検討会を設置し測定業務の

の的確化・効率化を含む地下水質の常時監視のあり方について検討を行った。これらの検討結果をふ

まえ、平成 20 年 8 月には、地下水質モニタリング事務の処理基準（実施方法）を定めた通知（「環

境基本法に基づく環境基準の水域類型の指定及び水質汚濁防止法に基づく常時監視等の処理基

準について（平成 13 年 5 月 31 日水環境部長通知）」以下、「処理基準」という。）の一部を改正

し、併せて、その具体的手法について解説した「地下水質モニタリングの手引き」を策定した。  

なお、改正後の処理基準に基づく新たな地下水質の常時監視業務については、平成 21 年度か

ら実施する予定である。 
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表２ 平成１９年度地下水質測定結果総括表 

項 目 

概況調査 
汚染井戸周辺 

地区調査 

定期モニタリング 

調査 （参考） 

環境基準 

(mg/L以下)
調査数 

（本） 

超過数

（本） 

超過率

（％） 

調査数

（本） 

超過数

（本） 

調査数 

（本） 

超過数 

（本） 

カドミウム 3,160 0 0 56 0 154 0 0.01 

全シアン 2,737 0 0 44 0 155 0 
検出され
ないこと 

鉛 3,466 12 0.3 296 4 283 8 0.01 

六価クロム 3,388 1 0.0 74 0 208 15 0.05 

砒素 3,591 73 2.0 326 71 693 305 0.01 

総水銀 3,233 5 0.2 73 8 197 13 0.0005

アルキル水銀 683 0 0 22 0 50 0 
検出され
ないこと 

PCB 1,732 0 0 21 0 45 0 
検出され
ないこと 

ジクロロメタン 3,370 0 0 88 0 571 0 0.02 

四塩化炭素 3,536 0 0 96 0 798 25 0.002 

1,2-ジクロロエタン 3,198 0 0 112 0 690 10 0.004 

1,1-ジクロロエチレン 3,567 0 0 225 1 1,843 30 0.02 

シス-1,2-ジクロロエチレン 3,587 7 0.2 278 9 1,979 160 0.04 

1,1,1-トリクロロエタン 3,635 0 0 193 0 1,631 0 1 

1,1,2-トリクロロエタン 3,136 1 0.0 118 0 715 9 0.006 

トリクロロエチレン 3,948 7 0.2 314 13 2,331 231 0.03 

テトラクロロエチレン 3,938 12 0.3 323 21 2,327 543 0.01 

1,3-ジクロロプロペン 2,883 0 0 78 0 294 0 0.002 

チウラム 2,404 0 0 0 0 81 0 0.006 

シマジン 2,471 0 0 3 0 81 0 0.003 

チオベンカルブ 2,399 0 0 0 0 81 0 0.02 

ベンゼン 3,396 0 0 168 4 410 2 0.01 

セレン 2,830 0 0 46 0 157 0 0.01 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 4,232 172 4.1 608 128 1,654 729 10 

ふっ素 3,890 41 1.1 203 46 376 114 0.8 

ほう素 3,289 6 0.2 71 1 199 35 1.0 

全  体 （注２） 4,631 325 7.0 1,466 293 4,854 1,999 

注１：超過数とは環境基準を超過した井戸の数であり、超過率とは調査数に対する超過数の割合である。 

環境基準超過の評価は年間平均値による。ただし、全シアンについては最高値とする。 

注２：全体とは全調査井戸の結果で、全体の超過数とはいずれかの項目で環境基準超過があった井戸の数であり、全体

の超過率とは全調査数に対するいずれかの項目で環境基準超過があった井戸の数の割合である。 
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図１ 概況調査における環境基準超過率の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 定期モニタリング調査における環境基準超過井戸本数の推移 

 

注１：概況調査における測定井戸は、年ごとに異なる。（同一の井戸で毎年測定を行っているわけではない。）

注２：地下水の水質汚濁に係る環境基準は、平成 9 年に設定されたものであり、それ以前の基準は評価基準

とされていた。また、平成 5 年に、砒素の評価基準は「0.05mg/L 以下」から「0.01mg/L 以下」に、

鉛の評価基準は「0.1mg/L 以下」から「0.01mg/L 以下」に改定された。 

注３：硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素は、平成 11 年に環境基準に追加された。 

注１：地下水の水質汚濁に係る環境基準は、平成 9 年に設定されたものであり、それ以前の基準は評価基準

とされていた。また、平成 5 年に、砒素の評価基準は「0.05mg/L 以下」から「0.01mg/L 以下」に、

鉛の評価基準は「0.1mg/L 以下」から「0.01mg/L 以下」に改定された。 

注２：硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素は、平成 11 年に環境基準に追加された。 
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Ⅱ．地下水汚染事例に関する実態把握調査の結果について 

環境省は、毎年度、都道府県及び水質汚濁防止法政令市（以下、都道府県等という）を対象として、

全国の地下水汚染事例に関する調査実施状況、汚染原因把握状況、対策の実施状況等の実態を把握する

ために「地下水汚染に関するアンケート調査」を実施している。本報告は、この調査結果をとりまとめ

たものである。 

※水質汚濁防止法政令市…水質汚濁防止法（以下、水濁法という）第 28 条第１項の政令で定める 106（平成 19 年度末現在）の市 

 

（１）事例件数 

平成 19 年度末（平成 20 年 3 月 31 日）までに都道府県等が把握している、環境基準を超える値が

検出されたことがある地下水汚染事例（以下、事例という）件数は、表３のとおりであった。 

なお、ここでいう事例とは、原則として汚染原因を同じとする一まとまりの範囲を１事例としてカ

ウントしている。１つの事例に複数の井戸が含まれる場合があるため、この集計における事例の件数

と常時監視による測定井戸数とは、必ずしも一致しない。 

表３ 事例件数 

環境基準超過状況 

件数 

合計 ＶＯＣ 重金属等
硝酸・ 

亜硝酸 
複合汚染

 

合 計 5,636 2,134 1,213 2,195 94

 超過事例 
（平成 19 年度末現在、いずれか

の項目で環境基準を超過してい

る。） 

3,433 1,059 795 1,512 67

 一時達成事例 
（最新年度のデータでは環境基準は

超過していないが、一時的な達成の可

能性がある。） 

798 337 131 323 7

 改善事例 
（過去は環境基準を超過してい

たが、現在、また将来的にも環境

基準を超過することはないと判

断できる。） 

1,089 624 191 257 17

 調査不能事例 
（井戸の廃止等により調査でき

なくなった。） 

316 114 96 103 3

    注：各項目の分類は以下のとおり 

ＶＯＣ 

（揮発性有機

化合物） 

次の項目の、単独又は複数項目による事例 

ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2-

ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、トリクロロエ

チレン、テトラクロロエチレン、ベンゼン、1,3-ジクロロプロペン 

重金属等 次の項目の、単独又は複数項目による事例 

カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、ＰＣＢ、チウ

ラム、シマジン、チオベンカルブ、セレン、ふっ素、ほう素 

硝酸・亜硝酸 次の項目の、単独による事例 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 

複合汚染 上の３分類のうち、複数分類にわたる項目による汚染事例 

 （例）事業者による事例でＶＯＣと重金属等の複数種類の原材料由来の事例や、廃棄物

由来の事例 など 
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（２）事例件数の推移 

各調査年度において把握されていた事例件数の推移を図３に示す。 

ＶＯＣ事例の件数は、調査を開始した平成 10 年度から緩やかに増加しているが、この間に環境基準

を達成した事例も増加しており、超過事例件数は約 1,000 件前後で一定している。 

重金属等事例の件数は、平成 10 年度から平成 17 年度までに、約 700 件増加し、超過事例件数も増加

し続けている。 

硝酸・亜硝酸事例の件数は、平成 11 年度から平成 18 年度までに、約 4倍と大幅に増加している。ま

た、超過事例件数は、ここ数年横ばいで推移していたが、平成 19 年度に僅かに増加し、1,500 件を超え

ている。  

 

注１：「達成事例」…平成 16 年度まで「一時達成事例」と「改善事例」の分類がなく、 

環境基準達成事例としていた。 

注２：硝酸・亜硝酸は平成 11 年度調査より対象となった。 

注３：複合汚染については省略した。 

図３ 把握事例件数の推移 

 

事例件数（件） 
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（３）汚染原因の把握状況 

地下水汚染が判明した場合は、都道府県等によって、汚染源の特定等の調査が行われている。調査不

能事例を除く全事例（以下、これを全事例とする）5,320 件について、汚染原因の把握状況を表４に示

す。また、汚染原因が特定又は推定された事例 2,874 件について、汚染原因を表５に示す。 

表４ 汚染原因の把握状況 

汚染原因の把握状況 
件数 

合計 ＶＯＣ 重金属等 硝酸・亜硝酸 複合汚染 

特定又は推定 2,874 1,098 833 873 70

不明 

小計 2,446 922 284 1,219 21

調査完了したが不明 276 165 25 83 3

調査中 13 23 39 70 0

調査実施予定 1,187 61 158 397 16

調査実施予定なし 851 118 62 669 2

母  数 5,320 2,020 1,117 2,092 91

注：無回答があるため、各件数の和と母数は必ずしも一致しない。 

 

表５ 汚染原因 

汚染原因 

（複数回答有り） 

件数 

合計 ＶＯＣ 重金属等 硝酸・亜硝酸 複合汚染 

 工場･事業場 1,187   (864) 1,028 (730) 96  (81) 0   (0) 63  (53)

 廃棄物 229   (171) 202 (148) 19  (17) 1   (0) 7   (6)

 施肥 804   (724) 0   (0) 0   (0) 804 (724) 0   (0)

 家畜排せつ物 282   (260) 0   (0) 0   (0) 282 (260) 0   (0)

 生活排水 244   (223) 0   (0) 0   (0) 244 (223) 0   (0)

 自然的要因 718   (633) 0   (0) 706 (621) 10  (10) 2   (2)

 その他 68    (50) 42  (30) 17  (11) 8   (8) 1   (1)

母  数 2,874 (2,347) 1,098 (774) 833 (726) 873 (787) 70 (60)

 

注１：括弧内の数値は、平成 19 年度末時点の「超過事例」及び「一時達成事例」の合計数。（内数） 

注２：下の例ように複数の汚染原因による事例があるため、各件数の和と母数は必ずしも一致しない。 

  例１）工場・事業場内の廃棄物による事例などは両方にチェックされている例がある。 

  例２）硝酸・亜硝酸の事例で同地域の施肥と家畜排せつ物など明確に分離できない例がある。 
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（４）窒素負荷低減対策の実施状況 

施肥、家畜排せつ物、生活排水による硝酸・亜硝酸汚染は、広範囲に及ぶ場合が多いため、発生源

対策、すなわち地下水への窒素負荷低減が重要な対策となる。硝酸・亜硝酸の事例 2,092 件について、

窒素負荷低減対策の実施状況を表６に示す。 
窒素負荷低減対策を実施しているのは 368 件で、硝酸・亜硝酸事例の 18％であった。 

表６ 窒素負荷低減対策等の内容 

窒素負荷低減対策の 
実施状況 件数 

窒素負荷低減対策実施 
（複数回答有り） 368   (345) 

 

施肥量の適正化 329   (307) 

家畜排せつ物の適正処理 207   (194) 

生活排水の適正処理 158   (148) 

その他 9     (8) 

検討中 313   (291) 

予定なし・無回答 1,411 (1,199) 

母  数 2,092 (1,835) 

注１：括弧内の数値は、平成 19 年度末時点の超過事例及び一時達成事例の合計数。（内数） 

注２：窒素負荷低減対策に複数回答や汚染原因の把握状況に無回答があるため、各件数の和と母数や合計は必ず

しも一致しない。 

 
（５）地下水浄化等の対策の実施状況 

汚染された地下水については、現在或いは将来の用途を考慮し、浄化等の対策を推進することとされ

ている。全事例 5,320 件について、このような地下水浄化等の対策の実施状況を表 7に示す。 

浄化等の対策が実施されている事例は、946 件（全事例の 18％）であった。 

汚染原因別に見ると、原因者が特定又は推定されている工場・事業場を原因とする事例は 7割近い割

合で浄化等の対策が実施されていた。 

 表７ 地下水浄化等の対策の実施状況 

地下水浄化等の 
対策の実施状況 

件数 

母数 

汚染原因が特定又は推定の事例の汚染原因 

汚染 
原因 
不明 

工場・事業場 廃棄物 
施肥・ 
家畜排せ

つ物・ 
生活排水 

自然的 
要因 

原因者 
特定・ 
推定 

不明 
原因者 
特定・ 
推定 

不明 

実施済み・実施中 946 

(696) 

797

(598)

4

(3)

130

(95)

7

(5)

1 

(1) 

6 

(1) 

69

(49)

検討中 329 

(304) 

115

(99)

7

(7)

16

(13)

3

(3)

144 

(141) 

13 

(12) 

47

(42)

予定なし・無回答 
4,045 

(3,231) 

230

(137)

35

(21)

59

(45)

14

(10)

712 

(629) 

699 

(620) 

2,330

(1,793)

母 数 5,320 

(4,231) 

1,142

(834)

46

(31)

205

(153)

24

(18)

857 

(771) 

718 

(633) 

2,446

(1,884)

注１：括弧内の数値は、平成 19 年度末時点の超過事例及び一時達成事例の合計数。（内数） 

注２：汚染原因に複数回答があるため、各件数の和と母数は必ずしも一致しない。 


